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地圏環境挙動予測技術

［目的］

地盤物性評価、地下水挙動予測および火山活動影響評価手法を高度化する。

［主な成果］

・岩石コア試料による室内試験、割れ目を含む堆積岩試料の分析を踏まえて、不連続性岩盤の物性・力学挙動

評価のための解析コードを開発した。

・火山活動による周辺地盤への影響評価、防災の観点も含めた総合評価等を行うため、火山層序・層厚・堆積

様式などの地質学的基礎データを取得した。

・深部地下水調査、海底下研究坑道での現場実験等を踏まえて、堆積盆における水循環モデルを提案するとと

もに、水－岩石相互作用による微量物質の動態解明のため、重金属などの微量物質の動態に影響を与える有

機物の量・種類について基礎データを取得した。

水力土木施設の保守管理技術

［目的］

大規模自然災害に対する水力土木施設の影響評価・解析法を体系化する。

［主な成果］

・過去に発生した約40件の水力発電所被害に関する公表情報を整理し、豪雨・地震・設備事故別に社会影響

発生に至るまでの災害シナリオを構築した。

・代表的なダムゲート形式について、ダム高、地震波（観測記録）をパラメータとした、3次元地震応答解析

を行い、挙動を明らかにした。

・水路工作物周辺地山などを対象に、GISを用いて、地質・地形調査結果や変位計測結果等を一元的に管理し、

ネットワーク上でデータ分析や地盤安定性評価を可能とする斜面維持管理支援システムを開発した。

5．環境科学研究所
大気環境評価

［目的］

多様な環境問題への対処と持続的な発展に寄与するため、大気環境の保全に資する先端的・合理的な影響評

価手法を開発する。

［主な成果］

・東京23区を対象に2020年度における化石燃料投入型の分散型電源普及シナリオを作成し、排出される窒素

酸化物の大気環境濃度を予測し、今後の普及度合によっては環境基準を超える可能性を明らかにした。

・当研究所で開発した都市大気質解析システムにより、首都圏における汚染物質の排出量を半減しても大気中

の二次粒子濃度は約10％しか減少せず、首都圏の人為発生源の寄与が低いことを明らかにした。

水域環境評価

［目的］

発電所の効率的な管理・運用を目指して、貯水池・河川・海域における様々な環境問題を解決するための評

価技術を開発する。

［主な成果］

・河口流出土砂の拡散・堆積を予測し、海藻などへの影響を評価するモデルを開発するため、河川流と波浪・

海浜流による砂の移動特性を水槽模型実験によって明らかにした。

・環境アセス時の海域調査の効率化と定常的な海域監視のために、高分解能海洋レーダーの高精度自動流速検

知アルゴリズムを開発し、広域沿岸流動のリアルタイム・モニタリングシステムを構築した。

バイオ技術

［目的］

先進的なバイオテクノロジーによる独創的かつ競争力のある環境保全・修復技術を開発する。



［主な成果］

・窒素除去バイオリアクターの窒素除去能力を火力発電所で現地実証した。また、排水中セレンの不溶化・除

去に適用できる新規の有用微生物の取得に成功した。

・家庭で稼働している給湯器の内部蓄積水（85検体）を調査し、レジオネラ等の微生物汚染が見られないこ

とを確認した。

・ナノマテリアルを用いた微生物の吸着特性を把握し、バイオテクノロジー分野での新技術開発への適用可能

性を見出した。

生物環境評価

［目的］

効率的な環境対策に役立つ新しい生態系解析手法や電力施設に関わる水生生物の対策技術などを開発する。

［主な成果］

・当研究所で開発した個体識別用DNAマーカーを用いた野生動物の分布・生態調査手法を、実際のアセスメ

ント対象発電所周辺で適用できることを実証した。

・発電所に付着する汚損性フジツボ幼生の定量的検出技術を開発した。また、海生生物に対する微量物質の毒

性データベースを構築した。

環境リスクマネジメント

［目的］

水銀など微量化学物質の環境リスクを管理するために必要な支援ツールを開発する。

［主な成果］

・吸入曝露を受ける揮発性有機化合物（VOC）に関するリスク情報を作成し、グループインタビューなどの

受け手評価を通して化学物質の情報を提供する際の留意点を明らかにした。

・化学物質の大気・土壌・水系移行マルチパスモデルを開発するとともに、環境リスク評価データベースを構築した。

6．電力技術研究所
故障電流対策技術

［目的］

事故時の公衆災害の防止および電力の安定供給を図るため、故障電流の限流技術を開発するとともに、電力

機器の適切な防災対策を確立する。

［主な成果］

・10kAまでの電流条件に対応できる66/77kV系統用続流遮断アークホーンの電流遮断シミュレーションモデ

ルを開発した。これにより、電力系統への適用効果を評価することが可能となった。

・常時損失の少ないSN転移型超電導限流器を、モデル配電系統のフィーダ、母線または連系変圧器低圧側に

設置する場合に、限流器に要求される基本仕様を明らかにした。その結果、設置台数は多いが、現状技術で

仕様を満たすことが可能なフィーダに設置する方法が、最も優れていることを明らかにした。

過渡現象・電磁波動解析

［目的］

電力設備と社会との協調を図るため、電力流通設備とユビキタス社会の電磁両立性と新しい電力輸送ネット

ワークの設計技術を開発する。

［主な成果］

・送電線上の電磁雑音の伝搬様相を解析するため、数値電磁界解析での極細線近似手法を開発し、これまで取

り扱いが困難であった電線に対する伝搬様相の解析を可能とした。

・パワエレ機器や高速スイッチング素子が多数導入された将来の電力系統を解析するための電力系統瞬時値解

析プログラムXTAP（eXpandable Transient Analysis Program）の基本コードを完成した。また、機器モ

デルの追加が容易な自己拡張型ユーザ・インターフェースの基本部分の開発、既開発の電力系統動特性解析

プログラム（Y法）の制御系の部分を組み込み、簡単な系統での瞬時値解析を可能とした。
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